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久保田 放 (日本福祉大 ･情報社会科学)
約 10年行ってきたアカゲザルの前頭葉の発達の研究の最後の報告となった.前頭極 (ブロードマ
ンの 10野)が,校椎な行動 (遅延反応またはゴーノーゴー課-RZiのいずれかを主課週として,他のいず
れかを副課題とした,いわゆるプランチング課題)の制御に関係することを,平成 13-･15年度の共同
研究で報告した.前頭梅の働きを可逆的一過性に止めるのにギヤバ阻害剤 (ピタクリンと77クロフ/ェ
ン)などが用いられた.本年度は,大脳皮質の可逆的一過性破壊_によく用いられているギヤバ作動剤 (ム
シモル)も用いて,プランチング課題 (15秒の遅延反応を主課題として,対象性強化で遅延が 5秒の
ゴーノーゴー課題を2臥 主課題の遅延糊に行う,正解が3-5回連続すると,手がかりと反応の関係
を逆転させた)を学習している経過で薬物の効果を調べた.学習を開始した時の正答率は40-50% (69
-85%,57-91%)で,4ケ月の学習で,75%にあがった.抑制細胞の働きを作動剤で促通しても,阻
乎剤で抑制しても,プランチング課題の成約は一過性にわるくなった (20-370/o).しかし,3-5日連
続注射で,作動剤では,成績が良くなる促通効果があるのに,疎外剤ではならなかった.
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